
1 
 

Ｈ ３ ０ （ ２ ０ １ ８ ） 年 度 決 算 反 対 討 論             山 本 邦 夫  

た だ い ま 議 題 と な っ て お り ま す 日 程 第 １ 、 議 案 第 ２ ５ 号 、 平 成 ３ ０ 年 度 八 幡 市 一 般

会 計 歳 入 歳 出 決 算 の 認 定 に つ い て 、 日 本 共 産 党 八 幡 市 議 会 議 員 団 を 代 表 し て 反 対 討 論

を し ま す 。  

決 算 の 討 論 に 入 る 前 に 、 先 日 の 台 風 被 害 に つ い て 一 言 申 し 上 げ ま す 。  

１ ２ 日 か ら １ ３ 日 に か け て 、 大 型 で 強 い 台 風 １ ９ 号 は 、 東 北 、 関 東 甲 信 越 、 東 海 地

方 を は じ め 広 範 囲 に 甚 大 な 被 害 を も た ら し ま し た 。 犠 牲 に な ら れ た 方 に お 悔 や み 申 し

上 げ 、被 災 さ れ た 方 々 に お 見 舞 い を 申 し 上 げ ま す 。１ ３ 都 県 に 大 雨 特 別 警 報 が 出 さ れ 、

河 川 の 氾 濫 、 決 壊 、 水 害 、 土 砂 崩 れ な ど 、 各 地 か ら 伝 え ら れ る 光 景 は 、 今 回 の 台 風 が

も た ら し た 記 録 的 な 大 雨 の す さ ま じ さ を 示 し て い ま す 。 ま た 、 従 来 の 災 害 対 策 の 限 界

も 明 ら か に な り つ つ あ り ま す 。  

政 府 と 関 係 自 治 体 が 被 災 者 の 救 命 ・ 救 援 に 万 全 を 期 し て 取 り 組 む と と も に 、 被 災 者

支 援 と 被 災 地 の 復 旧 ・ 復 興 に 向 け 、 知 恵 と 力 を 集 め て 取 り 組 む こ と は 、 災 害 対 国 日 本

の 政 治 の 責 任 だ と 痛 感 し ま す 。  

さ て 、 決 算 の 討 論 に 戻 り ま す 。  

国 政 で は 、 安 倍 自 公 政 権 が 、 憲 法 ９ 条 に 自 衛 隊 を 書 き 込 み 、 憲 法 ９ 条 ・ 平 和 原 則 を

骨 抜 き に す る 動 き を 強 め 、 く ら し の 問 題 で は 、 消 費 税 の １ ０ ％ へ の 増 税 、 教 育 や 社 会

保 障 で の さ ら な る 負 担 を 押 し つ け よ う と す る 中 で の 決 算 審 議 と な り ま し た 。 従 来 に も

増 し て 、 憲 法 を 守 り 、 く ら し を 応 援 す る 政 治 姿 勢 が 地 方 自 治 体 に も 大 き な 役 割 と な っ

て い ま す 。  

ま ず 、 一 般 会 計 決 算 に 反 対 す る 理 由 の 一 つ は 、 市 長 の 国 政 に 関 す る 政 治 姿 勢 で あ り

ま す 。 平 和 の 問 題 で は 、 国 連 で の 核 兵 器 禁 止 条 約 の 批 准 国 が ３ ２ カ 国 と な り 、 条 約 発

効 に 必 要 な ５ ０ カ 国 へ 着 実 に 歩 み を 進 め て い ま す 。 来 年 ５ 月 に は 、 ニ ュ ー ヨ ー ク で 原

水 爆 禁 止 世 界 大 会 が 開 か れ 、 核 兵 器 禁 止 ・ 廃 絶 に 向 け た 大 切 な 年 と な り ま す 。  

核 兵 器 廃 絶 を 全 世 界 に 呼 び か け る 平 和 首 長 会 議 は 国 内 で １ ７ ３ ２ 自 治 体 を 数 え 、 未

加 盟 は 八 幡 市 を 含 め わ ず か ９ 自 治 体 に な り ま し た 。 私 た ち が 加 盟 を 促 し て も 、 市 長 は

加 盟 す る 気 に な ら な い と 背 を 向 け て い ま す 。 京 都 府 下 で 一 番 早 く 非 核 平 和 都 市 を 宣 言

し た 自 治 体 に ふ さ わ し く 、 核 兵 器 廃 絶 の 市 民 の 願 い に 応 え る べ き で す 。  

反 対 す る ２ つ 目 の 理 由 は 、 暮 ら し の 問 題 で す 。  

平 成 ３ ０ 年 度 か ら 水 道 料 金 が 値 上 げ さ れ ま し た 。 基 本 料 金 は ２ 倍 と な り 、 超 過 料 金

で は 、 ６ ～ ８ 立 方 メ ー ト ル は ９ ． ４ ％ 、 １ ０ ～ ２ ０ 立 方 メ ー ト ル は ２ ． ０ ％ 、 ２ ０ ～

３ ０ 立 方 メ ー ト ル は １ ． ８ ％ 、 ３ ０ ～ ４ ０ 立 方 メ ー ト ル は １ ． ４ ％ の 値 上 げ で す 。 基

本 料 金 や 水 量 が 少 な い ほ ど 値 上 げ 幅 が 大 き く 、 低 所 得 者 に 負 担 が 重 い 値 上 げ で す 。 さ

ら に 基 本 料 金 の 福 祉 減 免 制 度 を ３ 段 階 に 分 け て 廃 止 し た こ と も 負 担 を 重 く し て い ま す 。

ま た 、 府 営 水 道 が 予 定 す る 大 幅 値 上 げ も 、 今 後 の 市 民 負 担 の 増 加 に つ な が る 危 険 な 動
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き で す 。過 大 な 契 約 水 量 に と も な う 府 営 水 道 に 対 し 、年 間 １ 億 3,000 万 円 に 上 る カ ラ

水 の 是 正 を 求 め る と と も に 、京 都 府 に 府 営 水 の 値 上 げ を 回 避 す る よ う 求 め る べ き で す 。 

後 期 高 齢 者 医 療 で は 、 所 得 割 の 2 割 軽 減 が 廃 止 さ れ 、 均 等 割 の も と 被 扶 養 者 向 け の

軽 減 措 置 が 圧 縮 さ れ た こ と に よ り 750 万 円 の 負 担 増 に な っ て い ま す 。  

65～ 69 歳 の 老 人 医 療 助 成 は 、平 成 29 年 度 末 に 32.8％ の 人 に 適 用 さ れ て い ま し た

が 、平 成 30 年 度 末 に は 26.7％ に 大 幅 に 低 下 し ま し た 。こ れ は 適 用 対 象 の 見 直 し に よ

る も の で 、 医 療 費 負 担 の 増 加 と 合 わ せ 、 高 齢 者 世 帯 の く ら し を お び や か し て い ま す 。  

ま た シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー に 対 す る 市 の 請 負 契 約 で は 、 １ ０ 月 か ら の 最 低 賃 金 引 き

上 げ に よ り 29 件 中 16 件 で 最 低 賃 金 を 下 回 る 状 態 に な り ま し た 。当 該 部 は 、総 務 部 、

市 民 部 、 環 境 経 済 部 、 都 市 整 備 部 、 教 育 委 員 会 な ど 多 数 に 及 ん で い ま す 。 最 低 賃 金 違

反 を 毎 年 指 摘 し て も 一 向 に 改 善 し な い 姿 勢 は 即 刻 改 め て い た だ く よ う 厳 し く 警 告 し て

お き ま す 。  

実 施 後 5 年 目 と な る プ ラ ス チ ッ ク ご み の 回 収 、 容 器 包 装 リ サ イ ク ル に つ い て 、 毎 週

回 収 を 実 施 す る よ う 求 め ま し た が 、城 南 衛 生 管 理 組 合 の 他 の 2 市 3 町 は 毎 週 回 収 を 実

施 し て い る の に 、 八 幡 市 は 実 施 に 向 け た 姿 勢 を 示 し て い ま せ ん 。 た だ し 、 衛 管 の 沢 工

場 の 中 継 施 設 の 整 備 に 合 わ せ て 、 不 燃 ご み 、 プ ラ ご み の 中 継 施 設 が 設 置 で き な い か 費

用 の 問 題 は あ る が 協 議 し て い き た い と 答 え ら れ た こ と は 、 今 後 の 進 展 を 期 待 で き る 答

弁 だ と 思 い ま す 。 中 継 施 設 の 設 置 ま で の 間 、 暫 定 的 に プ ラ ご み の 毎 週 回 収 を 実 行 す る

計 画 を 立 て る よ う 求 め る も の で あ り ま す 。  

３ つ 目 の 理 由 は 、 ま ち づ く り の 問 題 で す 。  

防 災 の 問 題 で は 、 昨 年 の 大 阪 北 部 地 震 、 台 風 や 豪 雨 で 八 幡 に も 大 き な 被 害 が も た ら

さ れ ま し た 。 災 害 救 助 法 、 生 活 再 建 支 援 法 の 適 用 を め ぐ っ て 、 大 阪 府 、 近 隣 の 高 槻 市

や 枚 方 市 な ど の 対 応 と 比 べ る と 、 八 幡 市 、 京 都 府 の 対 応 は 大 き く 遅 れ て い ま す 。 大 規

模 災 害 に た い し 、 京 都 府 と 八 幡 市 が 的 確 に 判 断 す べ き で す 。  

さ ら に 市 が ２ ０ １ ５ 年 に 策 定 し た 大 規 模 自 然 災 害 に 係 る 地 域 再 建 被 災 者 住 宅 等 支 援

事 業 は 、 一 部 損 壊 住 宅 の 建 て 替 え や 改 修 、 家 具 の 購 入 を 支 援 で き る 内 容 で す が 、 昨 年

の 災 害 時 、 八 幡 市 も 京 都 府 も 、 こ の 制 度 を 適 用 す る 判 断 を 避 け ま し た 。 こ う し た 判 断

の 不 十 分 さ が 鮮 明 に な っ て い ま す 。  

八 幡 市 の 玄 関 口 で あ る 石 清 水 八 幡 宮 駅 、 橋 本 駅 そ の も の の 整 備 は い ま だ に 見 通 し が

見 え て き ま せ ん 。  

１ ０ 月 か ら 消 費 税 が １ ０ ％ に 値 上 げ さ れ ま し た 。安倍政権は、わずか６年の間に、消 費

税 を ５ ％ か ら ８ ％ 、 さ ら に １ ０ ％ と ２度にわたる消費税の増税で、合計１３兆円もの大増税

を強行しました。ひとつの内閣で２度も大増税を強行するなど、戦後どの内閣もやったことのな

い空前の暴挙です。市民の方からもくらしをめぐる悲鳴の声が寄せられています。９月末で石清

水八幡宮駅前の中堅スーパーが店を閉じ、市内のある弁当屋さんは増税を機会に閉店、パン屋さ
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んは消費税増税分をお客さんに転嫁できないと述べ、消費税増税は市内中小業者の営業を直撃し

ています。決算審議では、こうした中小事業者の悩みや声に耳を傾けよと迫っても、市は自ら調

査に乗り出さず、商工会から聞いていると述べるだけで何ら具体策は示されませんでした。 

小 学 校 の 統 廃 合 か ら 11 年 が 経 ち ま す が 、旧 八 幡 東 小 は 一 定 の 整 備 が さ れ ま し た が 、

旧 八 幡 四 小 、 五 小 は 活 用 計 画 が 発 表 さ れ た も の の 、 今 後 の 具 体 的 な 活 用 方 向 は 示 さ れ

て い ま せ ん 。 地 域 住 民 や 福 祉 を は じ め と す る 施 設 活 用 の ニ ー ズ を 聞 き 取 り 、 き ち ん と

活 用 計 画 を 作 成 す べ き で す 。  

４ 点 目 の 反 対 理 由 は 、 同 和 行 政 の 温 存 、 不 公 正 な 行 政 に つ い て で す 。  

八 幡 市 な ど 府 南 部 の 自 治 体 、 企 業 や 商 工 会 な ど の 分 担 金 ・ 会 費 で 運 営 さ れ て い る 山

城 人 権 ネ ッ ト ワ ー ク 推 進 協 議 会 の 研 修 促 進 事 業 と し て 、 平 成 ３ ０ 年 度 は ８ ４ ％ 、 238

万 円 が 部 落 解 放 同 盟 山 城 地 区 協 議 会 に 交 付 さ れ ま し た 。 山 城 人 権 ネ ッ ト ワ ー ク は 事 実

上 、 一 部 運 動 団 体 で あ る 部 落 解 放 同 盟 へ の 資 金 提 供 の 仕 組 み と な っ て お り 、 八 幡 市 は

脱 退 す べ き で す 。  

南 ケ 丘 教 育 集 会 所 は 、 特 定 の 小 ・ 中 学 校 の 参 加 が ９ １ ％ 、 ９ ８ ％ を 占 め て い ま す 。

八 幡 人 権 ・ 交 流 セ ン タ ー 、 有 都 交 流 セ ン タ ー 、 南 ケ 丘 児 童 セ ン タ ー 、 都 児 童 セ ン タ ー

の 四 つ の 施 設 で 行 わ れ て い る 地 域 交 流 事 業 は 、 ほ か の 公 民 館 や 児 童 セ ン タ ー で 実 施 す

る こ と は で き な い た め 、 事 実 上 の 同 和 事 業 と な っ て い ま す 。 不 公 正 な 同 和 事 業 は 直 ち

に や め る べ き で す 。  

こ れ ら の 点 が 、 日 本 共 産 党 八 幡 市 議 会 議 員 団 と し て 一 般 会 計 歳 入 歳 出 決 算 認 定 に 反

対 す る 理 由 で す 。 先 ほ ど 述 べ た 理 由 に よ り 後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 、 水 道 事 業 会 計 に

つ い て も 反 対 で あ る こ と を 申 し 述 べ て お き ま す 。な お 、国 民 健 康 保 険 料 と 介 護 保 険 料 、

下 水 道 事 業 に つ い て は 、 わ ず か な が ら も 値 下 げ さ れ た こ と を 評 価 し 、 今 回 は 賛 成 し ま

す 。 し か し 、 八 幡 市 の 国 保 、 介 護 保 険 、 下 水 道 事 業 に お い て 市 民 負 担 を 軽 減 す る こ と

は 緊 急 の 課 題 で あ る こ と を 指 摘 し て お き ま す 。 以 上 で 、 日 本 共 産 党 八 幡 市 議 会 議 員 団

と し て 一 般 会 計 歳 入 歳 出 決 算 の 認 定 に つ い て の 反 対 討 論 と し ま す 。  

ご 清 聴 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

 


